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「キレイ」を管理しよう！

確実な滅菌をするために、洗浄は非常に重要な作業です！

本当に洗浄が正しくおこなわれているかどうか、
洗い残しがないかどうか、器材を直接ふき取って確認することが
できます。

結果は、洗浄作業の記録として管理しましょう！



検査のタイミングは洗浄後（滅菌前）です。
構造が複雑な器具、内腔のある器材、
洗浄機で洗浄できない（用手洗浄）器具などの確認に
活用しましょう！
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止血鉗子 66

開創器 36

腸ベラ 343

吸引管（外） 30

吸引管（内） 163

持針器 36

ケリー鉗子 66

モスキート 36

ペアン 29

表面についた細かい傷に
汚れが入りやすいのでは？

ルシスワブを使用して、
管路内も確認できる

洗浄後の数値（例）

単位：RLU



洗浄後（滅菌前）に検査をします
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鋼製小物のふき取り方法



基本的な使用方法

■ふき取り面積は100㎠程度を
目安としてください

10㎝

10㎝

ENTERボタンを押すと、測定が開始します。
（測定中は横にしないようご注意ください）

１ ２ ３

５ ７６

４

生理食塩水は不可

８

綿棒がしなる程度の強さ
でしっかりとふき取る

試薬の溶け残りが
ないようにチューブ底を押えて
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測定中はルミテスター
を立てる



検査箇所（汚れの残りやすい器具）

管理基準値は「100RLU以下」を推奨しています。

ルシパックA3 Surfaceの綿棒でふき取り測定します。
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ルシパックA3 Surface の綿棒でふき取ってみましょう！



検査箇所（汚れの残りやすい器具）

管理基準値は「100RLU以下」を推奨しています。
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ルシパックA3 Surface の綿棒でふき取れない箇所があれば、
抽出法で確認してみましょう！

綿棒でふき取れない箇所
ボックスロック部など

※

市販の洗浄剤で汚れを溶出し、
ルシパック A3 Waterで測定します。



超音波洗浄 50℃ 30分 ルシパック A3 Waterで測定

※ 洗浄剤に関しては、検査に適さない場合もあります。
詳しくは弊社までお問い合わせください。

鋼製小物を袋に入れ、
洗浄剤（10ml）を入れる

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｽﾃｨｯｸ先端部

抽出法では、ルシパックA3 Waterを使用します。
検査する際には、ご注意点がありますので、
詳しくは弊社までお問い合わせください。
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ルミテスター活用事例

活用事例
↑ ↑ ↑

活用事例はこちらをクリック
してご覧ください

東京都立
多摩総合医療センター

淀川キリスト教病院

https://biochemifa.kikkoman.co.jp/support/casestudy/?sw2=%E4%B8%AD%E5%A4%AE%E6%9D%90%E6%96%99&sp=11010&sc=001006

